
２０１９年１０月                    斉藤信の県政報告                           

 

 

 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

10
月
８
日
の
９
月
定
例
県
議
会
本

会
議
で
達
増
拓
也
知
事
は
、
被
災
者
の

命
綱
と
な
っ
て
い
る
医
療
費･

介
護
利

用
料
等
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
「
被
災

者
の
健
康
面･

経
済
面
で
の
不
安
を
軽

減
し
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
受

け
る
機
会
を
確
保
す
る
」
と
強
調
し
、

大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る
来
年

も
継
続
実
施
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
現
物

給
付(

窓
口
無
料
化)
に
つ
い
て
「
中
学

生
ま
で
の
拡
充
に
向
け
市
町
村
と
協
議

を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

か
つ
て
な
い
大
激
戦
と
な
っ
た
岩
手

県
議
選
で
日
本
共
産
党
は
、
斉
藤
信(

盛

岡
区) 

、
高
田
一
郎(

一
関
区) 

、
千
田

美
津
子(

奥
州
区)

の
現
有
３
議
席
を
守

り
抜
き
ま
し
た
。
選
挙
戦
で
は
、
被
災

者   

夫
委
員
長
と
、
れ
い
わ
新
選
組
の
山
本

太
郎
代
表
の
党
首
会
談
で
は
、「
消
費

税
廃
止
を
目
標
に
す
る
」「
廃
止
に
向

か
う
道
筋
、
財
源
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
く
」
こ
と
な
ど
で
合
意
し
ま
し
た
。 

各
界
連
絡
会
が
抗
議
の
緊
急
デ
モ
を

開
催
し
斉
藤
県
議
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
同
日
、
消
費
税
減

税･

廃
止
を
求
め
る
新
た
な
た
た
か
い

を
よ
び
か
け
る
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
。
◇

消
費
税
を
５
％
に
減
税
し
、
長
期
に
わ

た
る
経
済
低
迷
の
打
開
◇
消
費
税
減

税 

 

10
月
１
日
、
安
倍
政
権
は
、
国
民

の
強
い
反
対
と
危
惧
の
声
を
無
視
し
、

消
費
税
10

％
増
税
を
強
行
し
ま
し

た
。
復
興
に
逆
行
し
、
暮
ら
し
も
経
済

も
破
壊
す
る
暴
挙
に
満
身
の
怒
り
を

込
め
て
抗
議
す
る
も
の
で
す
。 

 

盛
岡
市
で
は
、
消
費
税
廃
止
岩
手
県

各
界
連
絡
会
が
、
抗
議
の
緊
急
デ
モ 

税
に
む
け
た
野
党
の
協
議

と
共
闘
の
開
始
◇
消
費
税

減
税
と
一
体
に
、
賃
上
げ
、

社
会
保
障･

教
育
の
負
担

軽
減
◇
消
費
税
減
税
と
暮

ら
し
応
援
の
た
め
の
財
源

は
税
財
政
改
革
と
経
済
の

好
循
環
で
つ
く
り
出
す
◇

消
費
税
減
税
を
求
め
る
政

党
・
団
体
・
個
人
が
一
致

点
で
力
を
あ
わ
せ
る―

こ

と
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。 

 

９
月
12
日
の
志
位
和

夫 
「消費税１０％に断固反対」全国一斉怒りの大行動で、デモの

先頭に立ち抗議の声をあげる斉藤県議（１０月１日） 

増
氏
の
票
が
上
回
り
ま
し
た
。
８
月

28
日
に
は
、
国
政
野
党
の
党
首
ら
が

勢
揃
い
し
た
「
結
集･

大
街
頭
演
説
会
」

が
県
庁
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

３
人
の
日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
達

増
県
政
の
推
進
力
、
市
民
と
野
党
の
共

闘
の｢

要｣

と
し
て
、
公
約
実
現
に
全
力

を
あ
げ
る
決
意
で
す
。 

者
の
医
療
費･

介
護
利
用
料
の
免
除
継

続
や
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
料

化
、
国
保
税
軽
減
な
ど
達
増
知
事
と
結

ん
だ
14
項
目
の
政
策
協
定
の
実
現
に

力 

 

力
を
つ
く
す
と
強
調
。

市
民
と
野
党
の
共
闘

に
、
ブ
レ
ず
に
誠
実
に

取
り
組
ん
で
き
た
日
本

共
産
党
へ
、
消
費
税

10

％
増
税
中
止
や
憲

法
９
条
改
憲
阻
止
の
声

を
託
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
ま
し
た
。 

県
知
事
選
で
は
、
日

本
共
産
党･

立
憲
民
主

党･

国
民
民
主
党･

社
民

党
推
薦
の
達
増
拓
也
氏

が
、
72
％
の
得
票
率
で

自
公
推
薦
候
補
に
圧

勝
。
全
33
市
町
村
で
達 

  

知事選･県議選の翌日、達増知事が党県委員会の事務所を
訪問し、がっちり握手（９月９日） 

激戦を勝ち抜いた３人の県議団で街頭宣伝。聴衆の激励にこたえる(右
から)高田一郎・斉藤・千田美津子の各県議(９月１３日・盛岡駅前) 

○斉藤 信 

【文教委員会】 

○高田一郎 

【農林水産委員会】 

○千田美津子 

【環境福祉委員会】 

１０月２１日(月)斉藤県議が一般質問 
（２人目の登壇 午後２時半ごろ） 

●１０月１６日／本会議・代表質問 
●１０月１７～２１日／本会議・一般質問 
●１０月２３日／各常任委員会 
●１０月２５日／本会議 
●１０月２８日～１１月８日／決算特別委員会 
●１１月１１日／最終本会議 
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  【
７
月
】 

25
日 

高
校
野
球
決
勝
戦
（県
営
野
球
場
）大
船

渡
高
校
を
応
援 

27
日 

い
わ
て
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
20
周
年
祝
賀

会 

【
８
月
】 

1
日 

達
増
拓
也
知
事
と
日
本
共
産
党
県
委
員

会
が
政
策
協
定
を
締
結 

2
日 

盛
岡
市
の
対
県
要
望
に
同
席 

4
日 

新
庄
さ
ん
さ
踊
り
パ
レ
ー
ド
に
参
加 

7
日 

三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（陸
前
高
田

市
） 

9
日 

教
師
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
で
盛
岡
教
育

事
務
所
と
懇
談
、
日
本
共
産
党
演
説
会 

18
日 

盛
岡
市
長
選
・市
議
選
第
一
声
応
援
（～

25
日
） 

22
日 

県
知
事
選
第
一
声
応
援
（～
９
月
８
日
） 

23
日 

岩
泉
町
か
ら
の
共
産
党
県
委
員
会
へ
の
要

望
を
受
け
る 

25
日 

郵
産
労
ユ
ニ
オ
ン
東
北
地
協
定
期
大
会 

28
日 

野
党
党
首
に
よ
る「
結
集
・大
街
頭
演
説

会
」 

30
日 

県
議
選
告
示
（～
９
月
８
日
） 

【
９
月
】 

9
日 

東
日
本
大
震
災
復
旧
復
興
県
民
会
議
代

表
世
話
人
会 

10
日 

県
議
選
当
選
証
書
授
与 

11
日 

第
24
回
追
悼
碑
慰
霊
の
式 

13
日 

３
人
の
県
議
団
で
街
頭
宣
伝 

14
日 

盛
岡
秋
祭
り
一
番
組
山
車
に
参
加
、
復
興

県
民
会
議
第
９
回
総
会 

15
日 

八
日
町
敬
老
会
、
盛
岡
秋
祭
り
大
通
り
パ

レ
ー
ド 

18
日 

県
議
会
全
員
協
議
会 

19
日 

第
１
回
県
議
会
臨
時
会
（～
26
日
）、
岩

手
弁
護
士
会
憲
法
集
会 

20
日 

文
教
委
員
会
、
県
立
中
部
病
院
の
産
科
医

確
保
で
医
療
局
長
・保
健
福
祉
部
長
に
申

し
入
れ 

22
日 

復
興
祈
念
公
園
国
営
追
悼
施
設
・高
田
松

原
道
の
駅
・津
波
伝
承
館
オ
ー
プ
ン
式
典
、

陸
前
高
田
市
議
団
と
懇
談 

23
日 

連
続
講
座
・岩
手
の
再
生 

25
日 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・フ
ィ
ジ
ー

タ
イ
ウ
ル
グ
ア
イ
戦
観
戦
（釜
石
鵜
住
居

復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
） 

26
日 

臨
時
県
議
会
本
会
議
、
県
政
三
者
懇
談
会 

27
日 

岩
手
自
治
労
連
定
期
大
会 

28
日 

新
人
議
員
研
修
会 

30
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

【
10
月
】 

1
日 

消
費
税
10
％
増
税
に
抗
議
の
街
頭
宣
伝
、

昼
デ
モ 

2
日 

児
童
虐
待
問
題
調
査
（県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
）、
県
政
要
望
を
聞
く
会
、
建
設
業

協
会
青
年
部
30
周
年
記
念
式
典
・祝
賀

会 

4
日 

国
労
盛
岡
地
本
定
期
大
会 

5
日 

ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
考
え
る
集
い 

6
日 

岩
商
連
常
任
理
事
会
情
勢
学
習
会
、
盛
岡

市
消
防
団
団
旗
披
露
・南
部
火
消
し
伝
統

保
存
会
梯
子
乗
り
30
周
年
記
念
祝
賀
会 

8
日 

９
月
定
例
県
議
会
開
会
（～
11
月
11
日
） 

講演する麦倉岩大教授（９月１４日） 

熊谷医療局長(左)に申し入れる県議団（９月２０日） 

 

９
月
20
日
、
日
本

共
産
党
県
議
団
は
、

熊
谷
泰
樹
医
療
局
長

と
野
原
勝
保
健
福
祉

部
長
に
た
い
し
、
県

立
中
部
病
院
の
産
科

医
確
保
と
周
産
期
医

療
体
制
の
確
保
を
求

め 

を
強
く
求
め
る
こ

と
。
他
の
県
立
病
院

へ
の
産
科
医
派
遣
の

継
続
・
拡
充
を
求
め

る
こ
と
②
岩
手
医
科

大
学
に
対
し
、
産
科

医
の
派
遣
を
強
く
求

め
る
こ
と
。
他
大
学

へ
の
要
請
を
強
化
す

る
こ
と
③
産
科
医
の

即
戦
力
医
師
の
確
保

に
特
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
む
こ
と
④
産

科
医
と
一
体
で
取
り

組
む
助
産
師
、
看
護

師
の
配
置
を
強
化
す

る
こ
と―

の4

項
目

を
要
望
し
ま
し
た
。 

 ８月２７日投開票の盛岡市議選で、日本共産党は

５人全員が当選。参院比例から１千票余の増となり

ました。５人の市議団と力を合わせてがんばります。 

 

め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

東
北
大
学
が
県
立
中
部
病
院
（
北
上

市
）
へ
派
遣
し
て
い
る
常
勤
産
科
医
３

名
を
来
春
か
ら
引
き
上
げ
る
と
い
う
報

道
に
、
県
民
の
間
に
衝
撃
と
不
安
が
広

が
り
ま
し
た
。
申
し
入
れ
で
は
、
①
東

北
大
学
に
対
し
、
県
立
中
部
病
院
の
産

科
医
派
遣
引
き
上
げ
の
撤
回
、
見
直
し

を
強
く
求
め
る
こ
と
。 

組
む
助
産
師
、
看
護
師
の
配
置
を
強
化

す
る
こ
と―

を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

斉
藤
県
議
は
「
県
立
中
部
病
院
は
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
昨
年

の
分
娩
件
数
は
５
５
０
件
と
地
域
の
産

科
医
療
の
要
だ
」
と
強
調
。
大
変
な
危

機
感 

待
問
題
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件

数
は
、
児
童
相
談
所
で
１
１
７
８
件
、

市
町
村
で
８
０
５
件
、
計
１
９
８
３

件(

31･

８
％
増)

で
、
市
町
村
で
急

増
し
た
の
が
特
徴
で
す
。
盛
岡
市
と

遠
野
市
で
子
育
て
総
合
支
援
拠
点
が

整
備
さ
れ
、
周
知
徹
底
さ
れ
た
こ
と

が
要
因
と
の
こ
と
で
し
た
。 

帯
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

麦
倉
哲
岩
手
大
学
教
育
学
部
教

授
が
講
演
。大
槌
町
の
継
続
し
た
被

災
者
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、震
災

犠
牲
者
世
帯
の
比
率
は
28
％
に
及

び
、子
ど
も
世
帯
に
お
い
て
家
族
を

亡
く
し
た
比
率
が
高
く
、被
災
経
験

の
あ
る
子
ど
も
の
ケ
ア
が
重
要
と

強
調
。
ま
た
、
減
災
の
た
め
の
対
策

と
生
活
再
建
で
は
、
月
収
５
～
10

万
円
、
10
～
15
万
円
の
階
層
が
多

く
、生
活
を
支
え
る
所
得
保
障
制
度

と
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
必
要

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

９
月
14
日
、
東
日
本
大
震
災
津
波

救
援
・
復
興
岩
手
県
民
会
議
の
第
９

回
総
会
が
開
か
れ
、
斉
藤
県
議
が
連 

 

 

10
月
２
日
、
県
議
団
で
県
福
祉
総

合
損
談
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、児
童
虐

待
問
題
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

東日本大震災津波の教訓を伝える津波
伝承館（いわてTSUNAMIメモリアル） 

県福祉総合相談センターの後藤所長
(左)らから話を聞く県議団 

セ
ン
タ
ー
で
は
２
課
体
制
で
、児

童
虐
待
は
第
１
課
、そ
の
他
の
養
護

相
談
・
予
防
的
支
援
は
第
２
課
が
対

応
す
る
体
制
で
す
。児
童
福
祉
司
は

今
年
度
も
６
人
増
員
さ
れ
43
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。福
祉
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
は
24
人
（
う
ち
久
慈
駐
在

４
人
）、
一
関
11
人
、
宮
古
８
人
で

す
。児
童
福
祉
司
１
人
当
た
り
の
相

談
件
数
は
50
～
60
件
で
児
童
福

祉
司
の
増
員
は
急
務
の
課
題
で
す
。

同
時
に
、経
験
年
数
が
数
年
程
度
の

児
童
福
祉
司
も
少
な
く
な
く
、体
制

の
強
化
は
切
実
な
課
題
で
す
。 

機
感
を
感
じ
て
お
り
、
特
別
の
対
応
と

努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
求
め
ま
し
た
。 

熊
谷
医
療
局
長
は
、「
来
春
か
ら
岩

手
医
大
か
ら
産
科
常
勤
医
を
派
遣
し

て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
基
本

的
に
は
現
在
の
診
療
が
維
持
で
き
る

よ
う
に
具
体
的
な
調
整
を
し
て
い
る
。

本
県
の
産
科
医
が
不
足
し
て
い
る
中

で
、
東
北
大
に
は
引
き
続
き
医
師
派
遣

の
継
続
を
要
請
し
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。 

 

・ １１月１３日（水）午後６時～ 

・１２月１１日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１－５８８１ 

５人の市議団とともに街頭からアピール（左から）神部伸也、
庄子春治、斉藤、三田村亜美子、髙橋和夫、鈴木努の各氏 

 

９
月
22
日
、 

国
営
追
悼･

祈
念
施
設
、
津
波
伝
承
館
、

道 

道
の
駅
高
田
松
原

の
オ
ー
プ
ン
式
典

に
出
席
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
が
、

大
震
災
の
教
訓
を

伝
承
し
、
三
陸
沿
岸

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

(

入
り
口)

と
し
て

結
び
付
く
よ
う
に

期
待
し
ま
す
。 


